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平
成
二
六
年 

七
月
に
活
動
開 

  
 

始
し
て
、
八
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

に
な
り
ま
し
た 

「
岩
崎
翁
の
原
点
を
顕
彰
す
る
旅
」 

岩
川
へ 

 

五
月
一
日
は
一
二
〇
回
目
の
翁
の
誕
生
日
。
こ
の
日
に
ツ

ア
ー
を
計
画
し
ま
し
た
ら
、
三
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

翁
は
経
済
界
で
偉
大
な
業
績
を 

 
 
 
 
 

 

残
さ
れ
ま
し
た
が
、
社
会
貢
献 

 
 
 
 

 

も
数
多
く
、
特
に
教
育
界
へ
の 

 

思
い
は
強
く
、
岩
崎
奨
学
会
や 

 

学
生
寮
等
は
今
も
引
き
継
が
れ 

 

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
鹿
児
島
大 

学
の
工
、
医
学
部
の
設
立
に
も 

 
 
 

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま

た
郷
土
愛
が
深
く 

岩
川
高
校

（
廃
校
）
を
創
立
さ
せ
、
種
々
の
施
設
も
翁
の
足
跡
が
残
っ
て

い
ま
し
た
。 

お
客
様
に
は
翁
に
仕
え
た
方
、
縁
の
あ
っ
た
方
々
も
お
ら
れ

て
、
昔
噺
し
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
と
の
懇
談

会
で
も
懐
か
し
く
語
り
合
い
ま
し
た
。
地
元
の
方
々
に
感
謝

で
す
。  

 
訪
ね
た
所 

岩
川
高
校
跡
＝
＝
岩
川
八
幡
神
社
＝
＝
弥
五
郎
伝
説
の
里

＝
＝
旧
鹿
児
島
交
通
営
業
所
跡
・
岩
崎
邸
跡
・
み
ど
り
や
旅

館
跡
・
中
山
商
店
跡
・・
大
隅
中
央
公
民
館
＝
＝
芙
蓉
の
塔 

 

               

  
 
 

 
 

ひ
っ
と
べ
❢
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ご
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

今
井
俊
子 

 

 

令
和
四
年
の
梅
雨
入
り
が
六
月
十
一
日
に
発
表
さ
れ
た

と
思
っ
た
ら
、
も
う
六
月
二
十
七
日
に
は
梅
雨
明
け
宣
言
が 

出
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、 

Ｓ
Ｄ
Ｇs

の
「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」
と
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
全
世
界
で
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
異
常
気
象

は
益
々
加
速
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
未
来
を
生
き
る
子
供

達
の
た
め
に
よ
り
良
い
地
球
を
手
渡
す
の
は
私
達
大
人
の

責
務
だ
と
考
え
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
も
収
ま
ら
な
い
中
、
暑
い
夏
を
迎
え
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
新
発
見
伝
塾
令
和
４
年
度
総
会 

五
月
二
十
七
日
（
金
）市
福
祉
プ
ラ
ザ
会
議
室
に
て
開
催
し 

一
、 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
・
活
動
決
算
書
及
び
監
査
報
告 

二
、 

令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
活
動
予
算 

を
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

三
、 

役
員
改
選
（
令
和
４
年
～
５
年
度
） 

全
役
員
再
任
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

理
事
長
今
井
俊
子
、
副
理
事
長
今
井
征
男
の
再
任
も
了
承

さ
れ
ま
し
た
、 

 

２
年
越
し
、３
回
順
延
し
て
や
っ
と
実
現
で
き
た 

「
原
口
泉
教
授
の
野
外
教
室
・
斉
彬
の
向
潟
巡
見
の
旅
」 

 

２
年
半
に
亘
る
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ツ
ア
ー
も
延
期
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
五
月
二
十
八
日
原
口
泉
教
授
の
野
外
歴
史

教
室
「
斉
彬
の
向
潟
巡
見
」
を
催
行
し
ま
し
た
。 

海
潟
海
浜
＝
垂
水
島
津
家
屋
敷
跡
＝
新
城
島
津
家
屋
敷

跡
＝
花
瀬
千
畳
敷
（
竹
皮
弁
当
）＝
諏
訪
神
社
＝
台
場
公

園
＝
花
岡
島
津
家
屋
敷
跡
＝
垂
水
港 

原
口
先
生
の
知
識
と
軽
妙
な
語
り
で
大
変
な
盛
り
上
が

り
で
し
た
。
旅
を
す
る
楽
し
さ
は
未
知
の
世
界
へ
の
憧
憬
、

友
人
や
参
加
者
と
の
共
通
体
験
、
食
べ
物
、
お
土
産
を
選

ぶ
時
の
ワ
ク
ワ
ク
感
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
が
、
私
共
は
こ

れ
か
ら
も
お
客
様
が
安
心
し
て
旅
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ

う
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
尚
、こ
の
ツ
ア
ー
の
紀
行
文
は

「
ひ
っ
と
べ
！
十
号
」
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 
岩
崎
與
八
郎
翁
銅
像(

岩
川
高
校
跡) 

花
瀬
川
河
畔
の
階
段
で
千
畳
敷
川
床
越
し
に
キ
ラ
キ
ラ

光
る
川
面
を
眺
め
な
が
ら
、
地
元
の
「
う
ん
め
も
ん
の

会
」の
手
作
り
竹
皮
弁
当
を
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。 

ひ
っ
と
べ 

❢ 

創
刊
号 
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歴史の他にも

　　私共の活動は薩摩の歴史を中心にツアー、街歩き、講座（よもやま話）などを行っていますが、

　　更に鹿児島の自然・文化・産業の分野などにも幅を広げて、鹿児島県の魅力や素晴らしさを

　　ご紹介していこうと考えております。皆様方のご意見やご要望など、どしどしお聞かせ下さ

　　いますようお願い申し上げます。

冬の特別ツアー計画中（R４年12月10日予定）

　　出水は毎年１万数千羽のツルが飛来します。夜の間ねぐらにいたツルは餌を求めて、

　　朝日と共に一斉に飛び立つ姿が観られます。その姿はまさに圧巻、壮観、ダイナミック

　　と表現されます。この冬、ツルの飛び立つ姿を間近に観ようと計画しています。

　　早起きは必須ですが、是非ご参加下さい。

何処から観た桜島でしょうか？

R４年８月以降の活動計画
カテゴリー 月 日 曜 カテゴリー テーマ

歴史よもやま話

5 8 25 木 ⑤歴史よもやま話 白梅のように～～リケジョ先駆者丹下梅子～～

6 9 29 木 ⑥歴史よもやま話 東郷平八郎の生き方

7 10 27 木 ⑦歴史よもやま話 島津家の暮らしと食

8 11 24 木 ⑧歴史よもやま話 桜島の歴史とこれからの展望

9 12 15 木 ⑨歴史よもやま話 鶴の来る町・斉彬が作った出水干拓地の歴史

10 1 26 木 ⑩歴史よもやま話 税所敦子～～島津登志子さん講座～～

11 2 16 木 ⑪歴史よもやま話 乃木希典の妻・静子

12 3 23 木 ⑫歴史よもやま話 大山巌

街歩き

3 9 15 木 第69回街歩き 西郷さんを偲んで城山洞窟・終焉地・銅像を歩く

4 10 20 木 第70回街歩き 涙で迎える水上坂・斉彬のお国入り

4 10 22 土 第70回街歩き 涙で迎える水上坂・斉彬のお国入り

5 11 17 木 第71回街歩き 梅ケ渕観音・小野石・不動尊

5 11 19 土 第71回街歩き 梅ケ渕観音・小野石・不動尊

6 12 3 土 第72回街歩き 島津啓次郎・増田宗太郎　西南戦争に散る。12月2日は桐野利秋の誕生日

7 3 16 木 第73回街歩き 福昌寺墓地巡り・島津家７００年の眠り

7 3 18 木 第73回街歩き 福昌寺墓地巡り・島津家７００年の眠り

バスツアー 3 9 10 土 古事記シリーズ① 原口教授野外教室～国宝霧島神宮・鹿児島神宮・高屋山陵をめぐる旅

4 10 16 日 古事記シリーズ② 吾平山陵と高山鏑流馬祭りの旅

5 12 10 土 出水方面 鶴の来る町ラムサール条約出水干拓地・斉彬の夢そして15代沈壽官の宝物

6 3 25 土 古事記シリーズ③ 可愛山陵・新田神社・泰平寺・北郷家墓地

　　　　　　　　　　　　

    　　　　　 会費 未定 円　  　

１０：００～１１：４０　　会場　市福祉プラザ４F小会議室　資料代200円　要予約  27席限定　

　　１０：００～１２：３０　会費1,000円（資料代、保険代含む）　2日前までに予約　各１５名限定

    　　　　　 会費 ６，９００ 円　  　

    　　　　　 会費 ６，７００ 円　  　

    　　　　　 会費 未定 円　  　

2月垂水の有志と共に所有

者の許可を得て、桜島口の

真上標高325M「散花平（咲

花平さっかびら）」に登りま

した。桜島の大隅側からの

パノラマ絶景かな！ここ

は古戦場跡、負けた兵士が

花が散るように落ちたこ

とから名付けられた。

派手なお出迎え！

大隅研修ツアーでお伺い

した鹿屋港（古江港）の熱

いおもてなしに感動！

旧さつま湖公園を尋

ねる方があって、懐

かしくなって！

ケーブルカーと南薩

鉄道さつま湖駅

NPOを平成２６年７月に立ち上げて、その１２月にひっとべ！

を発刊して８年になります。年２回発行しておりますが、かね

て疎遠にしております会員の方には報告会みたいなもの

です。今後ともご支援宜しくお願い申し上げます。

編集責任者 副理事長 今井征男


